
第３章 教育課程の編成及び実施

第１節 小学校教育の基本と教育課程の役割

２ 生きる力を育む各学校の特色ある教育活動の展開

（2） 豊かな心

④ 道徳教育を進めるに当たっての留意事項

道徳教育を進めるに当たっては，人間尊重の精神と生命に対する畏敬の念を家庭，学

校，その他社会における具体的な生活の中に生かし，豊かな心をもち，伝統と文化を尊重

し，それらを育んできた我が国と郷土を愛し，個性豊かな文化の創造を図るとともに，平和

で民主的な国家及び社会の形成者として，公共の精神を尊び，社会及び国家の発展に努

め，他国を尊重し，国際社会の平和と発展や環境の保全に貢献し未来を拓く主体性のある

日本人の育成に資することとなるよう特に留意すること。

ウ 伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我が国と郷土を愛し，個性豊かな文化の創造を図

る

個性豊かな文化の継承・発展・創造のためには，※古いものを改めていくことも大切であ

り，先人の残した有形・無形の文化的遺産の中に優れたものを見いだし，それを生み出した

精神に学び，それを継承し発展させることも必要である。また，国際社会の中で主体性をもっ

て生きていくには，国際感覚をもち，国際的視野に立ちながらも，自らの国や地域の伝統や文

化についての理解を深め，尊重する態度を身に付けることが重要である。（※は中学校，高等

学校）

したがって，我が国や郷土の伝統と文化に対する関心や理解を深め，それを尊重し，継

承，発展させる態度を育成するとともに，それらを育んできた我が国と郷土への親しみや愛着

の情を深め，世界と日本との関わりについて考え，日本人としての自覚をもって，文化の継承

・発展・創造と社会の発展に貢献し得る能力や態度が養われなければならない。

（「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説総則編」平成29年７月，文部科学省 を基に作

成）


